
～子どもたちの笑顔はまちの宝物～
雪遊びをする栗山いちい保育園の子どもたち

２０１２年（平成２４年）２月１日
発 行 ／ 北 海 道 栗 山 町 議 会

TPP 参加表明に対する考えは
再生エネルギーの普及に向けて
給食センターの将来像は

３議員が一般質問

議員視察研修報告

第 7回定例会

8

２

5

一般会計などの補正予算可決

No.130

議員の出席状況11



【一般会計】
AED 設置（役場､町民球場､公園球場､ふじスポーツ広場）
中央バス三川線路線維持負担金
子ども手当システム改修
栗山いちい保育園運営費負担金追加
炭化処理施設管理業務委託料追加
農用地図情報システム更新
農業青年道外・海外派遣事業
曙団地等公衆浴場送迎
角田小学校、継立中学校の暖房機修繕等
図書館図書及び本棚購入
スポーツセンター照明取り替え等

【介護保険】
介護保険事務システム改修

【後期高齢者医療】
後期高齢者医療システム改修

補正予算の主な内容

補
正
予
算

12月 13日～ 15日

今号の定例会はココ！

９月 12月

３月６月

第７回定例会

　

一
般
会
計
は
、
公
共
施
設

４
カ
所
へ
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
や

栗
山
い
ち
い
保
育
園
運
営
費

負
担
金
の
追
加
、
農
用
地
図

情
報
シ
ス
テ
ム
の
更
新
や
ス

　第７回定例会は、12月 13日から15日まで開催されました。
　３人の議員が一般質問を行い、総合計画の一部変更、補正予算、
条例改正、人事案件などが提案され、慎重な審議の結果、いずれも
原案どおり可決しました。

質

疑

30 万円
27 万 1 千円
71 万 4 千円

1,805 万 8 千円
354 万円

332 万 9 千円
125 万円

43 万 1 千円
200 万円
100 万円
101 万円

829 万 5 千円

115 万 5 千円

会　計　名 補正予算額 補正後の総額
一　般　会　計 5,057 万円 74 億 9,120 万 5 千円
国 民 健 康 保 険 51 万 7 千円 18 億 3,584 万 4 千円
介 護 福 祉 学 校 478 万 4 千円 1 億 4,390 万 4 千円
介　護　保　険 829 万 5 千円 13 億 3,821 万 6 千円
後期高齢者医療 48 万 2 千円 1 億 7,119 万 5 千円

水　道　事　業 129 万 5 千円 4 億 1,943 万 9 千円

￥

一般会計ほか５会計の補正予算を可決

楢
﨑
議
員　

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入

は
当
初
予
算
に
計
上
す
べ
き

で
は
な
か
っ
た
の
か
。
ま
た
、

今
後
の
設
置
計
画
は
。

経
営
企
画
課
長　

第
５
次
総

合
計
画
で
平
成
19
年
度
か
ら

年
次
計
画
を
立
て
設
置
し
て

き
た
。
今
回
は
、
日
赤
北
海

道
支
部
を
通
じ
通
常
の
４
分

の
１
の
価
格
で
購
入
で
き
る

こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
そ
の

決
定
を
待
っ
て
補
正
予
算
に

計
上
し
た
。
今
後
は
、
持
ち

運
び
用
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
購
入
を

検
討
。

ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
照
明
取
り

替
え
な
ど
、
５
０
５
７
万
円

を
追
加
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
主
な
内
容
は

左
表
の
と
お
り
で
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
照
明
取
り
替
え
な
ど

　

一
般
会
計
に
５
０
５
７
万
円
を
追
加

役場１階に設置された AED

くりやま議会だより第 130 号
平成 24 年 2 月 1日発行 2



　

下
水
道
事
業
及
び
農
業
集

落
排
水
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

一
般
会
計
同
様
、
官
庁
会
計

方
式
に
よ
り
事
業
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
経
営
基
盤
の

さ
ら
な
る
強
化
を
目
的
と
し

て
、
地
方
公
営
企
業
法
で
定

め
ら
れ
た
独
立
採
算
制
を
原

則
と
す
る
自
立
的
な
組
織
へ

移
行
し
、
平
成
24
年
４
月
よ

り
企
業
会
計
方
式
を
導
入
し

ま
す
。

条
　
例

  

討
論
＝
反
対
＝

重
山
議
員　

40
歳
代
、
50
歳

代
の
、
一
番
子
ど
も
に
お
金

が
か
か
る
年
代
に
マ
イ
ナ
ス

で
、
し
わ
寄
せ
が
か
か
る
の

は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
も
と

も
と
人
事
院
勧
告
は
、
労
働

権
と
の
代
償
で
す
。
必
ず
し

も
人
事
院
勧
告
通
り
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
国
家
公

務
員
と
の
比
較
で
ラ
ス
パ
イ

レ
ス
指
数
89
・
４
は
高
い
水

準
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
地
域

経
済
に
与
え
る
影
響
も
大
き

い
た
め
反
対
し
ま
す
。

　

人
事
院
勧
告
に
伴
い
、
40

歳
代
以
上
の
職
員
給
料
を
平

均
０
・
23
％
引
き
下
げ
し
、

本
町
の
独
自
削
減
を
給
料
月

額
の
５
％
か
ら
４
・
８
％
に

し
ま
す
。

重
山
議
員　

改
正
に
よ
る
影

響
額
と
本
町
職
員
の
ラ
ス
パ

イ
レ
ス
指
数
は
。
ま
た
町
長

は
じ
め
三
役
の
報
酬
の
削
減

は
。

総
務
課
長　

人
事
院
勧
告
に

よ
る
影
響
額
は
、
１
月
分
給

料
全
体
で
マ
イ
ナ
ス
10
万
円

ほ
ど
。
若
い
職
員
は
そ
れ
ほ

ど
影
響
は
な
い
が
、40
歳
代
、

50
歳
代
の
年
齢
の
高
い
職
員

に
は
若
干
の
支
給
額
の
差
が

出
て
く
る
。
し
か
し
、
職
員

給
与
の
独
自
削
減
を
圧
縮

す
る
こ
と
か
ら
、
給
料
全
体

で
は
若
干
増
え
る
こ
と
に
な

る
。
ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数
は

平
成
22
年
度
で
89
・
４
。
町

長
ほ
か
理
事
者
は
こ
れ
ま
で

ど
お
り
の
削
減
の
ま
ま
。

楢
﨑
議
員　

保
育
所
運
営
費

負
担
金
の
追
加
の
理
由
は
。

住
民
福
祉
課
主
幹　

保
育
所

運
営
費
は
国
が
定
め
る
保
育

単
価
と
入
所
人
数
に
よ
り
算

出
さ
れ
る
。
今
回
の
追
加
は

入
所
人
員
の
増
加
に
よ
る
も

の
。

楢
﨑
議
員　

炭
化
処
理
に
つ

い
て
町
民
の
意
識
が
薄
い
と

思
わ
れ
る
が
ど
う
か
。

環
境
生
活
課
長 　
「
炭
化
で

き
る
ご
み
」
と
「
燃
え
る
ご

み
」
と
を
混
合
し
て
い
る
方

が
い
る
。
こ
れ
か
ら
も
説
明

会
や
広
報
を
通
し
て
周
知
活

動
を
進
め
る
。

置
田
議
員　

炭
化
処
理
施
設

稼
働
に
係
る
委
託
料
追
加
の

詳
細
は
。

環
境
生
活
課
長　

炭
化
処
理

施
設
は
全
国
で
初
め
て
の
施

設
で
あ
り
、
実
際
に
運
転
し

な
が
ら
管
理
業
務
内
容
を
検

証
し
て
き
た
が
、
委
託
業
者

で
人
員
の
や
り
く
り
が
つ
か

な
く
な
っ
て
き
た
た
め
、
４

月
よ
り
１
人
増
員
し
た
。

重
山
議
員　

農
用
地
図
情
報

シ
ス
テ
ム
更
新
の
理
由
は
。

産
業
振
興
課
長　

導
入
後
６
、

７
年
経
過
し
て
お
り
、
本
年

度
補
助
対
象
と
な
っ
た
の
で

更
新
す
る
。

重
山
議
員　

松
栄
団
地
浴
場

が
12
月
末
で
廃
止
に
な
る
こ

と
に
よ
り
、
曙
団
地
な
ど
の

浴
場
利
用
者
に
対
す
る
ホ
テ

ル
パ
ラ
ダ
イ
ス
ヒ
ル
ズ
へ
の

送
迎
に
つ
い
て
、
そ
の
回
数

や
入
浴
料
金
は
。

建
設
水
道
課
長　

曙
団
地
、

中
央
団
地
、
ど
う
え
い
団
地

そ
れ
ぞ
れ
週
３
回
の
送
迎
を

考
え
て
い
る
。
料
金
は
１
人

当
た
り
３
４
０
円
。

質

疑

平成 23 年 4 月より稼動した炭化処理施設

国家公務員の給与額を 100 と
して比較した地方公務員の給与
額の指数

解説

ラスパイレス指数

　

下
水
道
事
業
等
に

　

企
業
会
計
導
入

　

平
成
24
年
１
月
か
ら

　

職
員
給
料
月
額
を
改
定

人
事
案
件

　
平
成
24
年
３
月
31
日
で
棣

棠
委
員
が
任
期
満
了
と
な
る

こ
と
か
ら
、
同
氏
を
再
任
す

る
こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

　

任
期
は
、
平
成
27
年
３
月

31
日
ま
で
の
３
年
間
で
す
。

栗山町字南学田
　  棣棠扶美子  氏

　

人
権
擁
護
委
員
に

　

棣
棠
扶
美
子
氏
再
任

くりやま議会だより第 130 号
平成 24 年 2 月 1日発行3

そ
の
他

　

由
仁
町
で
道
路
改
築
工
事

を
計
画
し
て
い
る
道
路
の
一

部
が
栗
山
町
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
区
域
外
道
路
の
町
道
認

定
に
つ
い
て
承
諾
し
ま
す
。

（
町
道
栗
山
由
仁
支
線
）

　

区
域
外
町
道
路
線

　

認
定
の
承
諾



▼
定
期
接
種
に
関
し
、
早
期

　

に
国
の
制
度
確
立
を
求
め

　

る
意
見
書

▼
環
太
平
洋
経
済
連
携
協
定

　
（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
に
反
対
す
る

　

意
見
書

　

以
上
２
件
の
意
見
書
を
、

関
係
省
庁
へ
提
出
し
ま
し

た
。

意
見
書

請
　
願

　

栗
山
町
議
会
議
場
の
「
日
の
丸
」
掲
揚
の
中
止
を

　

求
め
る
請
願
は
不
採
択

　

第
６
回
定
例
会
で
議
会
運
営
委
員
会
に
付
託
さ
れ
た
本
請

願
は
本
会
議
で
不
採
択
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
ま
し
た
。

行政報告

千歳市に道央ごみ処理協議会参画要請 12月 13日～ 15日
第７回定例会

  

討
論  

＝ 

請
願
の
採
択
に 

賛
成 

＝

重
山
議
員　

日
の
丸
に
対
し
尊
敬
の
念
を
抱
い
て
い
る
方
も
い

る
一
方
で
、
抵
抗
感
の
あ
る
方
も
い
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
で
は
、

侵
略
の
旗
印
と
し
て
日
の
丸
が
使
わ
れ
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
ま
で
議
場
に
日
の
丸
を
掲
げ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ

る
影
響
が
な
か
っ
た
の
に
、
な
ぜ
掲
げ
な
い
と
な
ら
な
い
の
か
。

国
旗
、
国
歌
の
法
制
化
に
当
た
り
国
旗
の
掲
揚
は
義
務
づ
け
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
議
場
は
、
公
正
、
中
立
が
求
め
ら
れ
る
場
所

で
す
。
日
の
丸
が
掲
揚
さ
れ
て
い
る
議
場
で
発
言
す
る
こ
と
は

大
変
苦
痛
で
あ
り
、
憲
法
第
19
条
に
定
め
る
思
想
、
信
条
、
信
仰
、

内
心
の
自
由
を
侵
害
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。
私

は
こ
の
請
願
の
趣
旨
は
当
然
の
こ
と
だ
と
思
い
賛
成
と
し
ま
す
。

  

討
論  

＝ 

請
願
の
採
択
に 

反
対 

＝

友
成
議
員　

国
が
あ
る
か
ら
国
旗
が
あ
る
、
当
然
の
こ
と
で

す
。
国
旗
は
、国
の
印
と
す
る
旗
で
す
。
そ
れ
が
日
の
丸
で
す
。

請
願
の
中
で
表
現
さ
れ
て
い
る
侵
略
の
シ
ン
ボ
ル
、
こ
れ
は

大
変
野
蛮
な
表
現
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
日
本
人
は
、

大
き
な
痛
み
を
抱
き
、
耐
え
忍
び
、
粛
々
と
努
力
奮
励
し
、

日
の
丸
の
も
と
今
日
の
再
生
と
復
興
を
見
た
の
で
す
。
日
本

は
、
日
の
丸
、
国
旗
を
心
の
誇
り
と
し
て
誠
心
誠
意
の
努
力

を
す
る
国
で
す
。
国
旗
に
対
す
る
国
民
の
認
識
は
、
人
に
よ

っ
て
考
え
が
あ
り
ま
す
が
、
自
分
の
国
を
認
め
な
い
と
い
う

考
え
方
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
よ
っ
て
、請
願
に
反
対
と
し
ま
す
。

議　件　名
採
決
結
果

八
木
橋
義
則

友
成
克
司

大
井
賢
治

三
田
源
幸

小
寺   　
進

大
西
勝
博

大
平
逸
男

山
本
修
司

藤
本
光
行

楢
﨑
忠
彦

置
田
武
司

重
山
雅
世

鵜
川
和
彦

職員の給与に関する条例等の一部改正 可 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ―

栗山町議会議場の ｢日の丸｣ 掲揚中止を求める請願 不 × × × × × × × × × × × ○ ―

賛
否
の
公
表 可：可決　不：不採択　○：賛成　×：反対　※掲載されていない議案についてはすべて全員賛成

　道央地域ごみ処理広域化推進協議会の枠組みの拡大は、北広
島市、長沼町、南幌町、由仁町及び本町の1市4町で検討を進め
てきましたが、長沼町、南幌町及び由仁町が可燃ごみの焼却処理
を千歳市に依頼していることから、千歳市との枠組み拡大につい
て協議を行ってきました。
　この度、千歳市においても広域化に前向きな姿勢が示されたこ
とから、本年11月18日開催の協議会で広域参画の要請を行うこ
とを決定し、12月6日に千歳市長に対し正式に要請しました。

置田議員　本町は独自のごみ処理を行っているため、この協議会
への参画は不自然に感じる。どのような位置づけで参画している
のか。
町長　広域的なごみ対策を進めるため協議会により検討しており、
国の支援等も視野に入れながら参画している。しかし本町は自立
したごみ処理を行っており今後、広域での処理施設整備にあたり
応分の負担が求められる場合は、その時点で離脱もやむを得ない
と考えている。

質  疑
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農
業
振
興

関係機関と連携し反対の立場で行動する
  TPP 交渉参加表明に対する考えは

議
　
員　
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交

渉
参
加
」
と
い
う
こ
の
言
葉

は
、
第
１
次
産
業
を
今
ま
で

支
え
続
け
て
頑
張
っ
て
き
た

人
々
に
と
っ
て
、
こ
れ
だ
け

屈
辱
的
な
も
の
は
な
い
。
今

ま
で
の
経
済
の
発
展
を
支
え

続
け
て
き
た
の
は
米
、野
菜
、

魚
、
あ
る
い
は
木
工
技
術
な

ど
の
第
１
次
産
業
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
欲
し

い
物
は
外
国
か
ら
何
で
も
買

え
ば
よ
い
と
い
う
国
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

今
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
交
渉
参

加
を
容
認
す
れ
ば
、
日
本
の

農
畜
産
物
自
給
率
は
低
下

大井賢治 議員

し
、
日
本
の
農
業
は
な
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

①
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
表

明
し
た
政
府
に
対
し
、
町
長

JA そらち南前に掲げられている TPP 参加反対の垂れ幕

の
考
え
方
は
。

②
農
畜
産
物
価
格
の
不
安
定

要
素
の
大
き
い
中
で
、今
後
、

若
い
後
継
者
達
に
夢
と
希
望

を
ど
の
よ
う
に
与
え
れ
ば
よ

い
の
か
。

③
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
に
参
加
し
な

い
こ
と
を
町
と
し
て
も
強
い

姿
勢
で
訴
え
続
け
て
い
た
だ

き
た
く
、
今
後
の
反
対
運
動

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

に
時
を
同
じ
く
し
て
、
ガ
ッ

ト
・
ウ
ル
グ
ァ
イ
ラ
ウ
ン
ド

交
渉
を
受
け
、
他
国
の
米
を

輸
入
す
る
ミ
ニ
マ
ム
ア
ク
セ

ス
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
そ

し
て
昨
年
、
戸
別
所
得
補
償

制
度
を
導
入
す
る
な
ど
、
紆

余
曲
折
を
繰
り
返
し
て
き
ま

町
　
長
　
①
③
野
田
首
相
は

11
月
11
日
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉

参
加
に
向
け
て
関
係
国
と
協

議
に
入
る
」
と
記
者
会
見
し

ま
し
た
が
、
11
月
30
日
に
開

催
さ
れ
た
全
国
町
村
長
大
会

で
は
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
参
加
へ
の

反
対
決
議
を
行
い
、
北
海
道

市
町
村
農
業
農
村
振
興
協
議

会
で
も
国
会
議
員
へ
反
対
陳

情
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を

通
じ
、
関
係
す
る
機
関
・
団

体
と
連
携
し
、
危
惧
す
る
懸

念
材
料
が
払
し
ょ
く
さ
れ
る

よ
う
行
動
し
ま
す
。

②
昭
和
36
年
、
農
業
基
本
法

が
制
定
さ
れ
て
以
後
、
農
産

物
の
増
産
に
始
ま
り
、
昭
和

45
年
か
ら
は
、
米
余
り
か
ら

転
作
奨
励
金
制
度
が
継
続
さ

れ
て
い
ま
す
。
平
成
５
年
に

は
大
冷
害
に
よ
り
米
を
輸
入

す
る
事
態
が
発
生
し
、
さ
ら

し
た
。

　

東
日
本
大
震
災
や
Ｔ
Ｐ
Ｐ

問
題
な
ど
大
き
な
国
難
に
直

面
し
て
い
る
今
こ
そ
、
抜
本

的
な
政
策
を
打
つ
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
混
迷

す
る
農
業
の
再
生
、
農
地
を

守
り
、
明
る
く
、
強
い
農
業

の
実
現
を
望
ん
で
い
ま
す
。

TPP 断固阻止、郷土の空知を守る住民緊急集会（平成 23 年 11 月 20 日　於岩見沢市）
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エ
ネ
ル
ギ
ー

 再生可能エネルギー普及に向けて
住宅用太陽光発電設置補助を検討

議
　
員　
福
島
原
発
事
故
以

後
、「
脱
原
発
、
自
然
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
拡
充
」
の
取
り
組

み
を
願
う
声
が
圧
倒
的
多
数

に
な
っ
て
い
る
。
原
発
が
大

規
模
集
中
型
で
大
企
業
や
電

力
会
社
が
主
体
で
あ
る
の
に

比
べ
、
自
然
（
再
生
可
能
）

エ
ネ
ル
ギ
ー
は
小
規
模
分
散

型
で
、
生
産
手
段
の
主
体
も

住
民
を
含
む
広
範
な
主
体
で

あ
る
。
ま
た
、
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
は
産
業
発
展
と

雇
用
創
出
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
自

給
率
の
向
上
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
に
寄
与
す
る
と

い
わ
れ
て
い
る
。

　

環
境
省
の
10
年
度
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
ポ

テ
ン
ャ
ル
調
査
報
告
に
よ

る
と
、
可
能
な
資
源
量
は

20
億
７
８
０
０
万
キ
ロ
ワ
ッ

ト
で
、
原
発
（
54
基
）
の
約

40
倍
、
現
在
の
電
力
供
給
能

力
の
10
倍
あ
る
。
足
寄
町
で

は
研
究
者
も
参
加
し
て
「
地

域
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ

ン
」
を
作
り
、
雪
氷
や
家
畜

ふ
ん
尿
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

等
の
開
発
、
普
及
を
進
め
、

地
域
雇
用
を
創
る
契
機
に

な
っ
て
い
る
。

町
　
長　
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
に
は
、
太
陽
光
・
風
力
・

水
力
・
地
熱
及
び
バ
イ
オ
マ

ス
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

国
は
、
こ
の
度
の
東
日
本

大
震
災
に
伴
う
東
京
電
力
福

島
第
一
原
子
力
発
電
所
の
事

故
に
よ
っ
て
、
全
発
電
量
の

約
３
割
を
担
っ
て
き
た
「
原

発
」
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
へ「
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
」

の
転
換
を
図
ろ
う
と
し
て
い

ま
す
。

①
本
町
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

資
源
は
乏
し
く
、
電
力
自
給

重山雅世 議員

　

本
町
で
も
再
生
可
能
エ
ネ

ル
ギ
ー
普
及
に
向
け
て
、

①
地
域
資
源
を
利
活
用
す

る「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
計
画
」

策
定
を
。

②
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
改
修

の
中
長
期
計
画
を
。

③
学
校
等
の
避
難
所
に
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
を
。

④
「
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

特
別
措
置
法
」
の
例
外
規
定

で
、
電
力
会
社
が
買
取
拒
否

を
し
な
い
よ
う
政
府
に
対
し

て
申
し
入
れ
を
行
っ
て
は
。

一般住宅に設置されている太陽光発電システム

水力・風力・地熱・太陽光・バイオマスなど、自然
の営みから半永久的に得られ、継続して利用できる
エネルギー。温室効果ガスを排出することなくエネ
ルギーを得られるため、地球温暖化対策のひとつ
としても重要視されている。

解説

再生可能エネルギー

で
き
る
環
境

に
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、

電
力
需
要
を

低
減
さ
せ
る

取
り
組
み
を

進
め
る
こ
と

が
現
実
的
で

す
。
平
成
24

年
度
か
ら
住

宅
用
太
陽
光

発
電
設
置
費

補
助
制
度
の

創
設
を
検
討

し
て
い
ま
す

の
で
改
め
て

自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
計
画
を
策
定
す
る
考
え

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
③
公
共
施
設
の
省
エ
ネ
改

修
中
長
期
計
画
及
び
避
難
所

の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
導
入
に

つ
い
て
は
、
第
６
次
以
降
の

総
合
計
画
で
検
討
し
ま
す
。

④
原
発
事
故
を
教
訓
に
、
電

力
会
社
に
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
買
取
義
務
を
課
し
て

お
り
、
罰
則
も
設
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
の
推

移
を
見
守
り
、
当
面
政
府
に

対
し
て
申
し
入
れ
る
考
え
は

あ
り
ま
せ
ん
。

再生可能エネルギーの可能性
太陽光発電（非住宅系）
風 力 発 電
中 小 水 力 発 電
地 熱 発 電

1 億 5000 万 KW
19 億 0000 万 KW

1400 万 KW
1400 万 KW

合計  20 億 7800 万 KW

現在の電力供給能力
2 億 3715 万 KW

（原発の供給能力（54 基）  4885 万 KW）

資料：環境省「再生可能エネルギー導入ポテンシャル調査（H22）」
　　   日本エネルギー経済研究所「エネルギー経済統計要覧（H21）」
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学
校
給
食

由仁町との連携を検討
  給食センターの将来像は

議
　
員　
学
校
給
食
は
、
成

長
期
に
あ
る
児
童
生
徒
に
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
栄
養
豊
か

な
食
事
を
提
供
し
、
生
涯
健

康
の
増
進
、
望
ま
し
い
食
習

慣
の
形
成
を
図
ろ
う
と
す
る

と
と
も
に
、
何
よ
り
も
安
全

で
安
心
し
て
食
べ
る
こ
と
が

で
き
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

　

文
科
省
は
都
道
府
県
に
そ

の
運
営
の
あ
り
方
に
つ
い

て
、
直
営
と
す
る
か
、
民
間

委
託
す
る
か
の
判
断
は
、
各

市
町
村
の
自
主
的
判
断
に
任

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校

給
食
業
務
の
運
営
合
理
化
に

つ
い
て
は
、
経
常
経
費
の
適

正
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い

て
見
解
を
伺
う
。

　

一
昨
年
、
給
食
セ
ン
タ
ー

の
調
理
業
務
等
民
間
委
託
が

否
決
さ
れ
た
が
、
こ
の
結
果

を
ど
の
よ
う
に
考
慮
し
た

か
。

　

今
年
２
月
、
岩
見
沢
市
で

サ
ル
モ
ネ
ラ
菌
に
よ
る
食
中

毒
が
発
生
し
、
道
教
育
委
員

会
が
全
道
の
学
校
給
食
施
設

５
５
２
施
設
の
調
査
を
行
っ

友成克司 議員

た
結
果
、
５
３
５
施
設
に
お

い
て
改
善
指
導
が
行
わ
れ
た

が
、本
町
も
例
外
で
は
な
く
、

確
実
に
改
善
さ
れ
て
い
く
こ

と
が
可
能
か
。

　

経
営
合
理
化
が
進
ま
ず
、

　議会だよりではスペースの都合上、審議した議案や質問・答弁の内容を要約して載
せています。
　会議の内容は、会議録に詳細に記録されており、ご覧になりたい方は議会事務局へ
お問い合わせください。

質問は要約されています

結
果
的
に
は
給
食
費
が
割
高

に
な
っ
て
く
る
こ
と
は
な
い

か
。
将
来
像
を
ど
う
構
築
し

て
い
く
の
か
。

教
育
長
　
学
校
給
食
は
、
学

校
給
食
法
等
に
よ
り
、
献
立

や
調
理
方
法
、
徹
底
し
た
衛

生
管
理
な
ど
は
役
所
が
全
責

任
を
持
つ
こ
と
が
義
務
付
け

ら
れ
て
お
り
、
完
全
民
営
化

は
で
き
な
い
と
い
う
厳
格
な

規
制
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
調

理
部
門
の
み
の
業
務
委
託
を

提
案
し
ま
し
た
。
完
全
民
営

化
を
提
案
し
た
別
の
案
件
が

可
と
な
る
一
方
で
、
調
理
部

門
の
み
の
業
務
委
託
に
理
解

が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
は

残
念
で
あ
り
ま
し
た
。

　

本
町
の
給
食
セ
ン
タ
ー
は

平
成
３
年
１
月
に
新
築
さ
れ

こ
れ
ま
で
平
成
９
年
４
月
に

「
学
校
給
食
衛
生
管
理
基
準
」

の
通
知
、
そ
の
後
の
基
準
改

定
に
よ
る
通
知
の
強
化
、
さ

ら
に
平
成
21
年
の
学
校
給
食

　

給
食
費
に
つ
い
て
は
食
材

費
で
あ
る
の
で
、
経
営
合
理

化
の
如
何
に
左
右
さ
れ
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

将
来
像
の
構
築
に
つ
い
て

は
、
近
隣
４
町
の
副
町
長
に

よ
る
広
域
連
携
会
議
の
中
の

学
校
給
食
部
門
部
会
に
お
い

て
、
由
仁
町
と
の
連
携
を
討

議
し
て
い
ま
す
。

法
改
定
に
よ
る
「
学
校
給
食

衛
生
管
理
基
準
」
の
法
律
化

を
経
て
現
在
に
至
っ
て
お
り

ま
す
。
現
在
の
基
準
に
照
ら

す
と
、
構
造
上
対
応
し
づ
ら

い
と
こ
ろ
も
存
在
し
て
い
ま

す
が
、
職
員
の
意
識
と
質
の

向
上
が
最
も
大
切
と
考
え
、

衛
生
管
理
に
万
全
を
尽
く
し

て
い
ま
す
。

給食センター調理場
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議員視察研修

　

人
口
約
１
万
７
千
人
の
垂

水
市
は
、
人
口
減
少
に
歯
止

め
を
か
け
る
べ
く
、
定
住
促

進
に
力
を
注
い
で
い
る
。

　

空
き
家
の
有
効
活
用
と
都

市
住
民
と
の
交
流
拡
大
、
定

住
促
進
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
、
平
成
17
年
に

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
を
創

設
。
賃
貸
あ
る
い
は
売
買
希

望
の
空
き
家
情
報
を
空
き
家

バ
ン
ク
に
登
録
し
、
市
へ
の

 鹿児島県鹿屋市・志布志市・垂水市

地域活性化、共生・協働のまちづくりを
 【参加者】政務調査班　小寺　進・楢﨑忠彦・大井賢治・三田源幸・大西勝博・置田武司・鵜川和彦

　

政
務
調
査
班
７
人
は
、
10
月
25
日
か
ら
27
日
に

か
け
て
鹿
児
島
県
鹿
屋
市
、
志
布
志
市
、
垂
水
市

を
訪
問
し
、
地
域
活
性
化
や
共
生･

協
働
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

　　

柳
谷
集
落
は
、
鹿
児
島
県

鹿
屋
市
に
あ
る
集
落
で
、
約

３
０
０
人
が
居
住
し
て
い

る
。
高
齢
化
、
過
疎
化
が
進

む
中
、
豊
重
哲
郎
会
長
の

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
下
、
集

落
全
体
で
地
域
再
生
へ
の
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
空

き
家
を
活
用
し
た
芸
術
家
の

招
致
活
動
、
地
元
の
特
産
物

を
生
か
し
カ
ラ
イ
モ
（
サ
ツ

マ
イ
モ
）
の
有
機
栽
培
や
焼

行
政
に
頼
ら
な
い
村
お
こ
し

鹿
屋
市
柳
谷
集
落
（
通
称
や
ね
だ
ん
）

酎
な
ど
の
加
工
品
、
土
着
菌

や
手
打
ち
そ
ば
の
販
売
な
ど

に
よ
り
集
落
独
自
の
財
源
を

築
き
、
ま
た
集
落
に
多
く
の

人
を
呼
び
込
む
活
動
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
さ
に
行
政
に
頼
ら
な
い

自
立
し
た
集
落
構
築
を
実
践

し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
か
ら

地
域
活
性
化
の
一
例
と
し
て

全
国
的
に
注
目
さ
れ
て
い

る
。

上：柳谷集落・豊重哲郎会長
下：垂水市の視察

　

宮
崎
県
と
の
県
境
に
位
置

す
る
志
布
志
市
は
平
成
18

年
、
３
町
が
合
併
し
て
誕
生

し
た
。
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

の
基
本
と
し
て
「
共
生
・
協

働
・
自
立
」
の
志
の
あ
ふ
れ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
い
る
。

　

主
な
取
り
組
み
と
し
て

「
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委
員
会

事
業
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
、

小
学
校
区
を
単
位
と
す
る
21

地
区
に
ふ
る
さ
と
づ
く
り
委

員
会
を
設
置
し
、
各
委
員
会

に
市
職
員
を
サ
ポ
ー
ト
職
員

と
し
て
配
置
し
て
い
る
。

　

委
員
会
で
は
、
地
域
の
課

題
や
特
性
を
住
民
自
ら
考

え
、
話
し
合
い
、
計
画
を
立

て
、
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

に
向
け
、
市
か
ら
の
補
助
金

を
活
用
し
、
地
域
自
ら
行
う

事
業
、
行
政
と
協
働
で
行
う

空
き
家
バ
ン
ク
に
よ
る
定
住
促
進

垂
水
市

定
住
を
希
望
す
る
方
に
紹
介

を
行
い
、
不
動
産
業
者
と
連

携
し
て
契
約
手
続
き
を
行
っ

て
い
る
。

　

ま
た
、
定
住
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
設
置
や
求
人
情
報
の

提
供
、
定
住
体
験
ツ
ア
ー
の

開
催
な
ど
を
行
い
、
定
住
促

進
を
進
め
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
実
績
は
６
年

間
で
47
世
帯
、
１
１
８
人
が

定
住
さ
れ
て
い
る
。

共
生
・
協
働
・
自
立
の
ま
ち
づ
く
り

志
布
志
市

や
な
ぎ
だ
に

事
業
、
行
政
に
依
頼
す
る
事

業
を
考
え
実
践
し
て
い
る
。

　

事
業
成
果
と
し
て
は
、
地

域
の
特
性
や
資
源
の
再
現
、

行
政
主
導
か
ら
住
民
主
導
へ

の
転
換
、
市
民
の
地
域
づ
く

り
に
対
す
る
意
識
の
向
上
、

地
域
の
人
材
育
成
な
ど
に
つ

な
が
っ
て
い
る
。
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視
察
を
終
え
て

　

地
方
自
治
体
は
ど
こ
の
地

域
に
お
い
て
も
少
子
高
齢
化

と
い
う
現
実
に
直
面
し
て
い

る
。今
回
の
視
察
に
お
い
て
、

地
域
活
性
化
の
手
法
、
取
り

組
み
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
だ

が
、
ど
こ
の
自
治
体
も
住
民

も
、
自
分
た
ち
が
住
む
地
域

の
疲
弊
を
危
惧
し
て
い
る
。

　

本
町
に
お
い
て
も
今
後
、

人
口
減
少
を
い
か
に
抑
え
、

産
業
の
振
興
を
図
り
、
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
、

住
民
、
行
政
、
議
会
が
一
体

と
な
り
、
知
恵
を
絞
っ
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

★ ★

★

鹿児島県垂水市

鹿児島県鹿屋市

鹿児島県志布志市



流山市議会の視察

議員視察研修

　　

所
沢
市
は
、
平
成
21
年
３

月
に
議
会
基
本
条
例
を
制
定

し
、
２
年
後
の
平
成
23
年
７

月
に
自
治
基
本
条
例
を
制
定

し
た
。

　

所
沢
市
自
治
基
本
条
例
の

特
徴
は
、
市
民
参
加
の
位
置

づ
け
を
明
確
に
し
、
住
民
投

票
条
項
の
明
記
、
総
合
計
画

の
策
定
義
務
、
行
財
政
運
営

の
公
表
な
ど
で
あ
る
。

　

自
治
基
本
条
例
策
定
に
当

た
り
、
公
募
の
市
民
に
よ
る

条
例
検
討
委
員
会
を
設
置
し
、

市
民
主
導
に
よ
り
素
案
策
定

し
、
40
回
に
及
ぶ
市
民
主
導

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
イ
ン
ボ
ル
ブ

メ
ン
ト
を
実
施
し
た
。

　

市
議
会
で
は
策
定
過
程
で

全
員
協
議
会
を
２
回
開
催
し
、

検
討
委
員
会
と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
た
。
条
例
提
案
後

は
特
別
委
員
会
を
設
置
し
、

名
称
は
自
治
基
本
条
例
だ
が
、

議
会
基
本
条
例
と
横
並
び
の

位
置
づ
け
の
扱
い
と
し
て
、

原
案
を
尊
重
し
つ
つ
も
、
根

幹
に
関
わ
る
ほ
と
ん
ど
の
条

項
に
お
い
て
議
員
総
意
の
も

と
修
正
を
行
い
、
市
民
へ
の

報
告
会
・
公
聴
会
を
開
催
し

て
修
正
案
を
公
開
し
、
最
終

的
に
議
会
修
正
案
を
全
員
一

致
で
可
決
し
た
。

　

流
山
市
は
、
平
成
21
年
４

月
に
自
治
基
本
条
例
と
議
会

基
本
条
例
を
同
日
施
行
し
た
。

　

流
山
市
自
治
基
本
条
例
の

特
徴
は
、
市
民
自
治
及
び
市

政
に
関
す
る
最
高
規
範
性
や

住
民
投
票
条
項
の
明
記
、
市

民
税
の
２
割
を
超
え
る
市
債

発
行
は
市
民
の
意
見
を
聴
く

こ
と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

　

自
治
基
本
条
例
策
定
に
あ

た
り
、
38
人
の
公
募
市
民
に

よ
り
「
自
治
基
本
条
例
策
定

市
民
協
議
会
」
を
組
織
し
、

１
年
半
の
間
に
１
２
４
回
の

パ
ブ
リ
ッ
ク
イ

ン
ボ
ル
ブ
メ
ン

ト
活
動
を
行

い
、
約
７
千
件

の
意
見
を
聴
取

し
な
が
ら
市
民

原
案
を
策
定
し

た
。

　

市
で
は
市
民

原
案
を
も
と
に

行
政
側
の
素
案

を
策
定
し
、
策

定
調
整
会
議
に

よ
り
市
民
原
案

 埼玉県所沢市・千葉県流山市

自治基本条例の策定手法を学ぶ
 【参加者】議会運営委員会　置田武司・大西勝博・友成克司・三田源幸・重山雅世・鵜川和彦・八木橋義則

提
案
後
、
議
会
の
総
意
で
修
正所

沢
市
議
会

策
定
過
程
で
議
会
の
強
い
関
与流

山
市
議
会

　
議
会
運
営
委
員
会
は
、
11
月
９
日
に
埼
玉
県

所
沢
市
議
会
、
翌
10
日
に
千
葉
県
流
山
市
議
会

を
訪
問
し
、
自
治
基
本
条
例
の
策
定
に
つ
い
て

視
察
研
修
を
行
っ
た
。

と
行
政
素
案
の
２
つ
の
案
に

つ
い
て
公
開
の
場
で
検
討
と

調
整
を
行
い
条
例
調
整
案
を

ま
と
め
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ

メ
ン
ト
で
は
、
１
０
８
件
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　

議
会
で
は
、
策
定
過
程
で

議
会
内
に
自
治
基
本
条
例
調

査
検
討
協
議
会
を
設
置
し
、

条
例
調
整
案
に
対
す
る
協
議
・

検
討
を
加
え
、
議
会
の
意
向

が
反
映
さ
れ
た
形
で
条
例
提

案
さ
れ
、
本
会
議
で
は
修
正

す
る
こ
と
な
く
可
決
し
た
。

所沢市議会の視察

「パブリックコメント」とは住民に意見を
求める制度であるのに対して、「パブリッ
クインボルブメント」とは住民に計画の策
定への参画を求めるもの。

解説

「パブリックコメント」と
「パブリックインボルブメント」

　
視
察
を
終
え
て

　

今
回
視
察
し
た
両
市
は
、

い
ず
れ
も
議
会
の
強
い
関
わ

り
を
持
っ
て
自
治
基
本
条
例

策
定
に
あ
た
っ
て
い
る
。
本

町
で
も
す
で
に
住
民
に
よ
る

「
自
治
基
本
条
例
を
つ
く
る

会
」
に
よ
り
種
々
検
討
さ
れ

て
い
る
が
、
実
効
性
の
あ
る

自
治
基
本
条
例
策
定
に
向
け
、

本
町
議
会
と
し
て
ど
の
よ
う

に
関
わ
っ
て
い
く
か
を
協
議

し
、
研
鑽
を
重
ね
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

くりやま議会だより第 130 号
平成 24 年 2 月 1日発行9

★ ★

埼玉県所沢市 千葉県流山市



議 会
 

生ける自治基本条例の制定を

神原教授による議員研修会

　「議会は自治基本条例とどう向き合うべきか」と題
した議員研修会を 11 月 7 日、北海学園大学・神原勝
教授を講師に招き開催しました。
　自治基本条例は、まちづくりの方法や町民の役割、
自治体の仕組みやルールなどを条例で定めるもので、
町では平成 24 年度の条例化を目指し現在、12 人の町
民による「くりやま自治基本条例をつくる会（高橋慎
代表）」で条例制定に向けて協議が進められています。
　神原教授は「自治基本条例の制定は、議会の監視権
の強力な武器となる」「制定には議会も積極的に関わ
ることが必要」「実効ある生ける自治基本条例の制定
が求められる」などと説かれました。

姉妹都市 ・宮城県角田市より

就任された佐藤議長、高橋副議長が来町

　昨年 10 月、改選後の初議会において選出された角
田市議会の佐藤正友新議長＝写真中央、高橋力雄新副
議長＝同右が 11 月 8日、本町に来訪されました。
　鵜川議長や椿原町長らと 3時間余りにわたって懇
談され、昭和 53 年から続く姉妹都市の結びつきをさ
らに強められました。

地域医療の連携 ・充実を

栗山赤十字病院との一般会議

　12 月 19 日、栗山赤十字病院と全議員による一般会
議を行い、病院の経営状況や地域医療の展開などの説
明を受けた後、意見交換を行いました。
　栗山赤十字病院は厳しい経営状況が続いています
が、検査部門の外部委託や人員削減、職員の給与削減
などを行いながら経営改善に努められています。平成
21 年度決算では 1億 6900 万円の赤字額が、平成 22
年度決算では 500 万円の赤字額に改善され、平成 23
年度では黒字が見込まれています。
　本町の1次医療と救急医療を担う栗山赤十字病院を
守るために、町議会も行政も互いに理解をしながら、
地域医療の連携・充実に向けた方策・支援が必要にな
ります。

　栗山赤十字病院では、夜間や休診日（土・日・

祝日）の救急医療を行っています。救急医療は、

あくまでも急病で急な処置を必要とする患者の

ためのものです。

　日中から症状のある方や、

応急手当で様子を見ること

ができるような軽症の方は、

通常の時間内に医療機関を

利用しましょう。

救急医療の適正な利用を！

日中から
熱があって･･･×
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本会議 常任委員会 議　会
運　営
委員会

特別委員会 一般
会議

会議数計
出席率
（％）定例会 臨時会 総務

教育
産業
福祉 決算 広報

広聴
広報
小委 中長期

出席 欠席
開 催 数 8 2 4 8 9 3 3 9 1 2
八 木 橋 義 則 5 2 － 8 － 3 1 － 1 1 21 6 77.8
友 成 克 司 8 2 4 － 9 3 3 － 1 1 31 1 96.9
大 井 賢 治 8 2 － 8 － 3 3 9 1 2 36 0 100.0
三 田 源 幸 8 2 － 8 9 3 3 9 1 2 45 0 100.0
小 寺  進 8 2 3 － － － 3 － 1 2 19 1 95.0
大 西 勝 博 5 2 － 8 8 3 1 8 1 2 38 7 84.4
大 平 逸 男 8 2 － 8 － 3 3 9 1 1 35 1 97.2
山 本 修 司 5 2 4 － － 3 1 － 1 1 17 6 73.9
藤 本 光 行 8 2 4 － － 3 3 9 1 2 32 0 100.0
楢 﨑 忠 彦 8 2 3 － － 3 3 － 1 2 22 1 95.7
置 田 武 司 8 2 4 － 9 3 3 － 1 2 32 0 100.0
重 山 雅 世 8 2 － 8 9 3 3 9 1 1 44 1 97.8
鵜 川 和 彦 8 2 － － － － － － － 2 12 0 100.0

議員名

会議名

議員の出席状況 平成23年 5月１日～ 12月 31日

決算／平成 22 年度決算審査特別委員会、広報小委／広報広聴特別委員会広報小委員会、
中長期／中長期財政問題等調査特別委員会
※注１正副議長（鵜川議長、八木橋副議長）は、議会運営委員会には委員ではなく、オブザーバーとして出席して
　　　います。また、議長はすべての委員会に出席することができます。
　　２監査委員（小寺議員）は、決算委員会には監査委員として出席しています。また、上記の会議以外に職務で
　　　ある定期監査等に出席しています。
　　３平成 23 年度予算審査特別委員会、議会報告会は、改選前の議員により開催しています。

　小寺進議員、楢﨑忠彦議員、大平逸男議員、置田武
司議員、山本修司議員、蛇谷富士男前議員の 6 人が空
知町村議会議長会から表彰を受けました。
　小寺議員は副議長を 4 年間、そのほかの 5 人は町議
会議員を 2 期 8 年間それぞれ務められ、地方自治の発
展に尽力された功績により表彰されたもので、12 月定例
会の開会前、鵜川和彦議長より表彰状が伝達されました。

　町議会議員を 4 期 16 年、平成 12 年 10 月からは議長
を 10 年以上にわたり務められ、昨年 4 月に勇退された
橋場利勝前議長に 12 月 22 日、高橋はるみ北海道知事
から北海道社会貢献賞が贈られました。本町議会は、地
方分権の流れの中、平成 17 年より議会報告会を開催、
平成 18 年 5 月には全国初となる議会基本条例を制定し、
常に全国の議会改革をリードしてきました。橋場前議長は

「受賞は私個人ではなく、議会の代表としていただいたも
の。これからも後輩議員の皆さんが跡を継いでくれれば
と思います」と受賞を喜んでいました。

橋場前議長に北海道社会貢献賞

６人に空知町村議長会表彰

受
賞

くりやま議会だより第 130 号
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議会の予定

くりやま議会だより　№ 130　

　　　　日本大震災からもう 10 カ月経過した今日、その爪痕は計
　　　　り知れないほど地域を破壊しました。日本の歴史上、類例
を見ない大災害、放射能汚染。この現実に対して国は復興対策を手
際よくこなしているのでしょうか。
　福島県飯館村より、放射能で被災された青年が何度も話に来られ
ました。彼は和牛農家で、何世代にもわたりその地に住んでいる方
です。今ではその地域での農業もできなく、牛たちも手放したそう
です。しかし今後のことを考えると、自分がその地で立て直すこと
ができるようになるまで、いったい何十年かかるのか。彼は今 33 歳、
これから自分の人生を仕事に賭ける時なのに、まだ除染や補償など
何も決まらず、苦悩の言葉で終始しています。
　私たちにとってできることは、彼らの思いを聞き何ができるのか
を模索し、彼らの将来への道のりをサポートできたらと思います。
また、そんな若者たちに夢と希望を持たせてあげることが、今一番
大事ではないかと思うのです。震災を追って…。（大井）

「みんなが笑顔になれる町を」
      村上　大さん（朝日３丁目）
　私は胆振管内の伊達市から、ここ栗山町に来て早８年が過ぎ

ました。思い起こせば、この町に来たばかりのころは、どこに

何があるか、右も左もわからない自分がいたことが思い出され

ます。それでも今、結婚し子供を授かり、その子供は保育園で

すくすくたくましく成長し、家族ともどもすっかり栗山町民と

して根付いています。これもひとえに、多くの町民の皆さんと

の出会いがあったからだと思っています。

　私の職場は町内の農協で、入社以来、外回りを主に行っており、

町内の農業者の方をはじめ、町内外の方にもお世話になり日々

活動をしています。仕事柄、いろいろな方との交流も増え、地

域行事の参加のお誘いなどをいただき、たくさんの方々に支え

られ、本当に感謝しているのと同時に『栗山町に住んで本当に

良かった』と思っています。

　町は今、様々な問題・課題が多く大変厳しい状況とは思いま

すが、議員の皆様には住民目線と大所高所の両方の目線で、目

に見える多くの提言をお願いいたします。

　様々な不安を解消し、町民一人ひとりが笑顔になれるまち、

そんな「栗山町」であってほしいと願っています。

議会の予定は変更になる場合があり
ます。議会事務局または議会ホーム
ページでご確認ください。

 2 月  3 日（金）
　9 日（木）

13 日（月）
14 日（火）
20 日（月）

23 日（木）
24 日（金）

3 月  1日（木）
26 日（月）

空知町村議会議長会総会
南空知葬斎組合議会
定例会
一般会議
議員研修会
総務教育常任委員会
南空知ふるさと市町村圏
組合議会定例会
産業福祉常任委員会
南空知消防組合議会
定例会
第 2 回定例会
議会報告会

　　　　    議会活動に触れる最も
身近な方法です。皆さんの選んだ議
員の活動や町政の方針などを、ぜひ
ご覧ください。会議当日の受付で傍
聴できますので、役場旧庁舎３階の
傍聴席入口までお越しください。

傍聴は
議会に行こう！

３月定例会の開会日

月　　 日～1３

栗山町議会のホームページをリニューアル！ 栗山町議会 検索
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議会広報広聴特別委員会（広報小委員会）
委員長／藤本光行　副委員長／重山雅世
委　員／大井賢治　三田源幸　大西勝博　大平逸男
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